山梨県コンクール　一部　佳作賞
ぼくのすきなチャーハン
　　　　　　甲府市立甲運小学校三年　　清水　大佑
　ぼくはごはんを食べることが大すきです。一番すきな食べ物は、お父さんが作ってくれるチャーハンです。お母さんが作るチャーハンは少し味がうすいけど、お父さんが作ってくれるチャーハンはしっかり味がついているのでおいしくて大すきです。
　この前、お父さんがお米やさんからお米を買ってきました。
「このお米はかためにたけるお米だから、きっとチャーハンにぴったりだよ。」
とうれしそうに言いました。
「ぼくもいっしょにチャーハンをつくってみたい。」と言ってお父さんとチャーハン作りにちょうせんしました。ぼくがお米をといでたいて、ねぎやハムを切って、たまごをわってまぜました。フライパンの使い方やまぜ方もお父さんに教えてもらいました。たまごを入れた後、すぐにごはんを入れてまぜるところがむずかしかったです。作っている時、お母さんに
「いいにおいがしてきたね。」
と言われたけど、ぼくはつくることにむ中だったからにおいはおぼえていません。はじめて作ったので「味は大じょうぶかな」と少し心ぱいしたけど、お父さんに教えてもらいながら、さい後までがんばって作ることができて楽しかったです。家族みんなでぼくが作ったチャーハンを食べました。
「おいしい。」
「もっとたくさん食べたい。」
みんながそう言ってくれたので心の中でガッツポーズをしました。
　こんどは一人でチャーハン作りにちょうせんして、またみんなに食べてもらいたいです。ぼくはチャーハンがすきだけど、家ぞくみんなで食べるごはんの時間も大すきです。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

